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の
菩
提
心
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の
展
開

清

岡

隆

文

浄

土
三
部
経

に
は
菩
提

心

(無
上
道

心
、
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提

心
、
無

上

正
真
道

な
ど
も

同
意
)

な

る
表
現
が

『
大
経
』
第
十
九
願
、

第
三
十

五
願
、

三

輩
章
あ

る
い
は

『
観
経
』
九
品
中

の
上
品
下
生
、

下
品
各
生
等
に
頻

出
す
る
。

法
然

は

こ
の
三
経
を

お
さ
え
た
上
で

『
選
択
集
』
念
仏

付

属

章

に

「
以
二
此
等

行

一殆
抑

二念
仏

幻
情
尋
二
経
意

一者
不
下
以
二
此
諸
行

一付
属

流

通
上
唯

以
二
念
仏

一

行

一即
使
四
付
二
属
流
三
通
後
世
ご

と
示

し
て
善
導
・の
意
を
受
け

て
菩

提

心

を
諸

行

と
し
て
選
択
本
願

の
意

に
照

し
て
廃
捨

し
℃
い
る

の
で
あ
る
。

た
だ
法
然

の

そ
の
他

の
著
作
特

に

『
逆
修
説
法
』
『
三
部
経
大
意
』
『
七
箇
条
起
請

文
』
等

で

は
菩
提

心
を
全
面
的

に
否
定
す

る
の
で
は
な
く

て
、
聖
道
門

の
菩
提

心
に
対

比

し
て
浄

土
の
菩
提

心
の
あ

る
こ
と
を
認

め
、
そ

こ
で
は
願
生
心
、
度
衆

生
心
、

三
心
中
の
至
誠

心
の
よ
う
な
意
味
づ
け
を

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

さ

て

『
選
択
集
』

の
公
刊
後

わ
ず

か
ニ

ケ
月
半
を
経

て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
が

高
弁

の

『
催
邪
輪
』

で
あ
り
、

そ
の
内
容

は
法
然

の

『
選
択

集
』

に
お
け
る
菩

提

心
廃
捨

に
対

す
る
…難
詰

で
全
篇
う
め

つ
く
さ

れ
て
い
る
。

「
今
依

二
聖
教

一検

二

察

此
集

宗
要

制大
違
二
背
法
印

一相
二
順
邪
道

殉
将
レ
令
下
帰
信
人
荷
中
重
罪
加
依
レ
之

愚
僧

天
性
錐
三
倦
二
於
執
筆

一試
撰
二
一
章

一柳
決
二
邪

正
ご

と

の
書
き

だ

し

の

調

子
は
…激
し
く
、

そ
こ
で
は
仏
教

の
根
本
法
印

で
あ
る
無
常
、

無
我
、
浬
繋
寂
静

に
背

き
、
浄

土
往

生
の
人
を
迷

わ
す
邪
道

で
あ

る
と
き
め

つ
け
、
自

分
こ
そ
は

善
導

の
釈

に
忠
実

で
あ
り
、

そ
の
真
意
を
明
ら
か
に
し

て
、
そ
れ
に
よ

つ
て
法

然

の
善
導
浄

土
教
理
解

の
間
違

い
を
…難
詰

す
る

と
い
う

態

度

に

で

て

い

る
。

『
捲
邪
輪
』

に
お
け
る
反
論

の
中

心
点

は
既

に
明

ら
か

な

よ

う

に
、

「菩
提

心

を
擬
去
す
る
過
失
」

に
あ
り
、

さ
ら

に
そ

れ
は
五
種

の
細
目
に
分
類
さ
れ
て
い

る

(浄
全
八
、
-六
七
七
)
。
高
弁

の
菩
提

心
観

に

つ
い
て
は
種

々
の
角

度

か
ら

研
究

が
な
さ

れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
特

に
基
本

的
な
菩
提
心

の
体
性
、

本
願

と

の
関
係
、

諸
行
業
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
察

し
て
み
よ
う
。

ま
ず
高
弁

は
菩

提

心
の
体
性

に
つ
い
て
は
空
性
無
我
な
る

ゆ
え

に
こ
れ
を
否
定
す
る

こ
と
は
外

道

で
あ
る

と
決
め

つ
け
る
。
ま

た

「
聖
道

の
菩
提

心
」

に
対

し
て

「浄

土
の
菩

提

心
」
を
明
示
し
、
両
者

の
菩
提

心
は
体

は

一
に
し
て
行
相

に
浅
深
あ
り
と
説

い
て
い
る
。

つ
ぎ
に
菩
提

心
と
本
願

に

つ
い
て
は
、
か
れ

は
終
始
弥
陀

の
本
願

中

に
菩
提

心
の
誓
あ
り
と
主
張

し
て
い
る
。
「
浄

土
宗

の
経
論

の
文
、

人
師

の

解
釈
、

ま
た
菩
提
心
を
以
て
正
因

と
す
。
」
(
同
、

六
九

五
)
と

て
菩

提
心
正
因

説

さ
え
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
最
後

に
菩
提

心
と
諸
行
業

に
つ
い
て
は
法
然
は

菩
提

心
と
菩
提
心
之
行

と
を
混
同

し
て
い
る
と
し
て
、
菩
提

心
即
行
で
は
な
く

て
、
万
行

の
根
本
に
菩
提

心
を
置

い
た
の
で
あ

る
。

さ
て
高
弁

の
こ
れ
ら
の
問

題
提
起
に
対
す
る
対
応

こ
そ
が

法
然
門
下
初
期
教
学

の
重
要

な

課
題

で
あ

つ

た
。

門
下
教
学
に
お
け
る
全
般
的

な
特
色

・
傾
向

と
し
て
は
、
そ

の
い
ず
れ
も

が
法
然
伝
統

の
浄

土

一
宗
念
仏

一
行
専
修

を
軸

と
し
て
、
法
然

の
微
意

を
拡
充

し

て
高
弁
等
に
対
応
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。

た
だ
そ
の
中
に
も
他
力
強

調

的
傾
向

(
高
弁
に
対
す
る
強

い
反
抗
姿
勢
)

の
隆

寛

・
証
空

・
幸
西
等

と
自
力

強
調
的
傾
向

(
高
弁

に
対
す
る
妥
協
的
姿
勢
)

の
弁
長

・
長
西
等
に
分
岐

さ
れ

る

こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な

る
ま

い
。
さ

て
他
力
強
調
的
門
下
の
申
で
ま

ず
隆
寛
は

『
極
楽
浄

土
宗
義
』
(
隆
寛
全
集
、

九

一
)
で
浄
土

の
菩
提

心
を

と

り
あ
げ
、

そ
れ
を
願

生
心
、
度
衆

生
心
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
特

に
度
衆

生

心
に

つ
い
て
は
曇
鷺

に
直
接

し
て
解
釈

し
て
い
る
こ
と
は
法
然
義
の
顕
著
な
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展
開
と

し
て
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
幸
西

は

『
玄
義

分
抄
』
等
に
お

い
て
菩

提

心
を

「
願
往
生
の
心
」
と
理
解

し
、

ま
た

『
源
流
章
』

で

「
転
菩
提

心
」
と
示

さ
れ
る
意

は
、

一
応
菩
提
心
を
取
り
こ
み
な
が
ら
、
廻
転

と
は
い
え
強
く
聖
道

門
の
菩

提
心
を
廃
捨

す
る
の
で
あ
る

(『
源

流
章
解
説
』
参
照
)
。
証
空
は

『
序

分
義
他

筆
紗
』
(
西
全
五
、

二
四
)

に

て

「
発
菩
提

心
之

事
」
と

し

て

『
安

楽

集
』
の
菩
提
心
義
を
そ
の
ま

ま
引
用

し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
示
さ
れ
る
菩
提

心

の
体
性

は
自
性
空
義

の
基
盤

に
立

つ
も

の

で

あ

る
。
ま

た

『
玄
観
門
義
』

(西

全
三
、

九
)
等
に
お
い
て
明
確

に
聖
道

の
菩
提

心
に
対

し
て
浄
土

の
菩
提
心
を

区
別
し
て
お
り
、
特

に

『
西
山
善
慧

上
人
御
法

語
』

で
は
そ
れ
ら
を

「
仏
に
な

ら
ん
と
思

い
待
る
心
」

に
対

し
て

「
仏

に
助

け
ら
れ
ま

ゐ
ら

せ
ん
と
思
う
心
」

と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ぞ

正
し
く
法

然
伝
統

の
意

で
あ

つ
て
、
平
易

な
表
現

を
も
つ
て
願

生
心
と

し

て
把
握

し

て

い

る
。
ま

た

『
観
念
法
門
観

門

義
』
(
西
全
別

一
、
四
四
)

で
は
浄
土
門
観
門

の
菩
提

心
に
つ

い

て
、
菩

提

心

は
本
来

的
に
は
諸
行
位

の
も

の
で
あ
る

と
お

さ

え
、
観
門

と

し

て

心
得

れ

ば

「西
方

ヲ
ネ
ガ

フ
心
」
な
る
西
方
願

生
心
と
し
て
証
空
独
自

の
開

会
的
解
釈

が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
結
論
的

に
は
菩
提

心
は
大
体
聖
道
行
門
諸
行
位

の
も

の
で
浄
土
門

と
し
て
は
直
ち
に
依
用

で
き
な
い
と
の
意
を
汲

み
と
る
こ
と

が
で
き
る
。

一
方
、

自
力
強
調
的
門
下

の
菩
提

心
に
つ
い
て
の
理
解
を
考
察

し

て
み
よ
う
。
弁
長
は

『
徹
撰
択
』
(
浄
全
七
、

九
〇
)

に
お

い
て
菩

提

に

二
あ

り
と
し

て
凡
位

(
浄
土
門
)

の
菩
提
心
と
聖
位

(
聖
道
門
)

の
菩

提
心
を
挙
げ

て
い
る
。

さ
ら
に
凡
位

の
菩

提

心
に

つ
い
て
は
薄
地

の
凡
夫

の
菩

提
心
と
六
度

の
菩
薩

の
菩
提
心
に
分
け
て

い
る
。

こ
れ
は
機
類
に
よ

つ
て
菩
提
心
を
区
別

し

て
い
る

の
で
あ
り
、

法
然
が
自
己
を

「
十
悪

の
法
然
房
愚
痴

の
法
然
房
」

と
内

省
し
た
点

よ
り
み
れ
ば
、
薄

地

の
凡
夫
の
菩
提

心
が

一
称

一
礼

の
功
徳

(
専
修

念
仏
)

を
も
つ
て
願

生
す
る
点
に

こ
そ
そ

の
主
張

の
眼
目
が
あ

つ
た
と
思
わ

れ

る
。
『徹
撰
択
』
(同
、
九
一
)で
は
さ
ら
に
続
け
て
、
菩
提
心
に
二
有
り
と
し
て

一
に
は
菩
提
心
願
、
二
に
は
菩
提
心
行
と
提
示
す
る
。
こ
れ
は
法
然
が
菩
提
心

と
菩
提
心
之
行
と
を
全
く
区
別
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
高
弁
の
問
題
提
起
に

対
し
て
、
弁
長
が
そ
れ
を
顧
慮
し
て
答
え
て
い
こ
う
と
し
た
部
分
と
見
た
い
。

弁
長
に
よ
れ
ば
菩
提
心
願
と
は
四
弘
誓
願
に
あ
た
り
、
菩
提
心
行
と
は
六
度
万

行
を
さ
す
と
み
る
の
で
あ
る
。
特
に
こ
こ
で
高
弁
の
反
論
と
の
関
係
で
問
題
と

な
る
菩
提
心
願
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
四
種
あ
げ
て
い
る
が
、
特
に
そ
の

中
で
善
導
め
意
を
う
け
て
六
字
釈
の
発
願
廻
向
を
菩
提
心
と
み
、
還
相
廻
向
の

利
他
心
を
菩
提
心
と
み
る
が
如
き
注
目
す
べ
き
理
解
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
法

然
の
語
録
で
み
ら
れ
た
菩
提
心
観
の
一
展
開
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
長
西
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
法
然
門
下
と
し
て
は
異
色
で
あ
り
特
に

『観
経
疏
光
明
抄
』

『選
択
集
名
体
決
』
等
を
う
か
が
う
と
、
聖
浄
融
会
的
主
張
が
色
濃
く
、
そ
の

点
で
高
弁
等
の
反
論
に
対
し
て
は
最
も
妥
協
的
に
解
答
す
る
地
位
に
い
た
と
思

わ
れ
る
。
『同
光
明
抄
』
序
分
義
散
善
顕
行
縁
下
で
三
福
を
四
分
類
し
、
『観

経
』
所
説
の
三
福
中
の
一
福
で
あ
る
菩
提
心
を
特
に
別
釈
す
る
の
は
菩
提
心
が

正
し
く
仏
果
を
得
べ
き
心
な
る
が
故
、
菩
提
心
は
特
に
道
分
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
余
の
三
福
行
は
功
徳
善
根
と
し
て
の
福
分
で
あ
る
な
ど
と
福
分
起

行
の
三
福
業
に
対
す
る
道
分
安
心
の
菩
提
心
と
し
て
菩
提
心
を
見
出
し
、
こ
こ

で
は
菩
提
心
が
仏
果
菩
提
を
得
る
基
底
的
な
る
道
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
散
善
義
至
誠
心
釈
下
で
は
三
心
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
、
三
心

は
自
利
の
願
生
心
で
あ
り
、
菩
提
心
は
利
他
道
分
の
安
心
に
し
て
、
三
心
発
得

願
生
者
に
は
、
利
他
還
相
の
菩
提
心
は
具
せ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

(西
本
願
寺
宗
学
院
研
究
生
)

法
然
の
菩
提
心
観
の
展
開

(清

岡
)

-157-


